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   Disturbance of spermatogenetic function following administration of various chemical agents, 
mainly with anti-tumor drugs, was studied in albino rats by means of histological and histochemical 
observations. The drugs administered to animals were Nitromin, Endoxan, Tespamin,  Mitomy-
cin, Merphyrin, Carzinophyllin, Toyomycin and Azaguanin as anti-tumor agents and urethane, 
 colchicine and CdC12 as the other cytotoxic agents. 
   1) In all animals treated with these drugs, disturbances of spermatogenetic function with 
various degrees were recognized. 
   2) Among the animals given anti-tumor agents, moderate degree of tissue degenerations 
was produced with  Nitromin, Endoxan, Tespamin, Mitomycin and Azaguanin, but disturbance 
of spermatogenesis was found to be slight in animals given Merphyrin, Carzinophyllin and 
Toyomycin. In general, alkylating agents produced intenser effects. The appearance time of 
seminal tubular degeneration after administration was early with Endoxan, Mitomycin, Carzino-
phyllin and Toyomycin, while it was late with Nitromin, Tespamin, Merphyllin and Azaguanin. 
Among various stage of cells in seminal tubuli the relatively intenser degenerations were 
observed in the more immature spermatocytes following administration of the anti-tumor agents. 
   3) Degenerative changes of seminal tubuli occurred slowly with urethane but relatively 
early with colchicine. The degenerations seemed to extend to the central cell groups such as 
spermiocytes in animals given urethane or colchicine comparing to that treated with anti-tumor 
agents. 
   4) The most pronounce alteration of the testicle was observed in animals given  CdCl2. 
Immediatily after injection of the drug, all seminal tubuli showed marked fatty degeneration 





























について 検討 を 加 えた.す なわちNitromin,
Endoxan,Tespamin,Mitomycin,Merphyrin,
Carzinophyllin,Toyomycin,Azaguaninなど
の抗腫瘍剤 を用 いて実験 的に造精機 能障 害を形
成 した.ま た併せ てUrethan,Colchicin,CdC12
を も投与 したので,こ れ らの各 々の作用につい
て,組 織学 的な らびに組 織化学 的に検討を加 え































































i)Nitromin群=Nitromin(吉冨 製 薬)を 体重1
kgあ た り80mgを 腹 腔 内 に1回 投 与.
三i)Endoxan群:Endoxan(塩野 義 製 薬)を 体重
1kgあた り140mgを 腹 腔 内 に1回 投 与.
iii)Tespamin群:Tespamin(住友 化 学)を 体重
lkgあた り7.5mgを腹 腔 内に1回 投 与.
iv)Mitomycin群;Mitomycin(協和 醸 酵)を 体
重1kgあ た り3.7mgを 腹腔 内 に1回 投 与.
v)Merphyrin群3Merphyrin(第一製 薬)を 体
重1kgあ た り8.7mgを 腹 腔 内に1回 投 与.
vi)Carzinophyllin群:Carzinophyllin(協和 醸
酵)を 体 重1kgあ た り500uを腹 腔 内 に1回 投 与,
vii)Toyomycin群=Toyomycin(武田薬工)を 体
重1kgあ た り0.25mgを腹腔 内に1回 投 与.
viii)Azaguanin群=Azan(田辺製 薬)を 体 重1kg
あた り50mgを 腹 腔 内 に1回 注射.
ix)Urethan群=一級Ethylurethan(半井 化 学)

















































































































































































































































































精 細 管 の 変 性 の 程 度































註:=軽 度,什=中 等 度,柑=高 度



















は前述の ように,i)対 照群と同様な 増加曲線を呈






















が知 られている.特にX線 照射,不 良栄養,ピ
タミソ欠乏,温 熱,諸 種ホルモン.化学物質な
どにょる影響に関して多 くの報告がみ られ る.
X線照射による実験的造精機能障害は1903年
Albers-Schoenberg1)によって記載 され たのが
は じめで ある.彼 は雄性家 兎お よびモルモッ ト
にX線 を連 日照射 した ところ.動 物 は無精子症
とな って授精能力 を失 った と述 べてい る.次 い
で1948年にBergoni6etTribondeace8)はシ ロ
ネズ ミ睾丸 にX線 を照射 す ると,ま ず細 胞分裂
干渉がお こり,次 いで精祖 細胞,精 母細 胞,精
娘細胞 の順 に変性 が進 み,最 後に精 子が消失 す
るのを確認 し,放 射線 感受性は細胞分化 の程度
と反比例 す ると唱えた.Hu(1941)は家兎睾丸
に126rを3日 間 隔で6回 照射 した ところ,初
回照射30日後には精細管 には著 明な退行性変化
をお こしたに もかかわ らず,性 交能力 を保って
いた と述 べてい る.同 様 の研究 はHeller34},
Bloom9),Wattenwylloo},山本102}らによって
な されてお り,精 細管 内の細胞 の感 受性 につい
てはFriedman,Sargent&Drutz23・24}によ
ってBergoni6らと同 じ く若 い細胞 ほ ど影響が
高度で あるこ とが追試 され てい る.
栄養障害 に関 してはPau173)(1906),Hewer36)
(1914),且atai31}(1955),SipersteingD(1921)









管 の変性 をみ とめてい るが,最 近におけ る不均
衡 な 食餌 に よる 造精機能停 止形 成実験 は興味
あ るもので ある.た とえばCarro11&NobleI2・
13・67)(1957,1961)はラッ トを10%またはそれ
以上 のerucicacidを添加 した飼料 で飼育す る
と,造 精機能は低下 し,数 ヵ月後 には不妊にな
る と述べ た.こ の変化 は不可 欠脂肪酸 欠乏食投
与 ラッ トにおけ る 所見 と酷似 して い るので,
erucicacidが不可 欠脂肪酸代 謝を 阻 害 してい
る もの と考 え られ る.も 一つ の食餌性因子 とし
て注 目され るようになった のは,豆 の一種であ
るPisumsativumに含有 され てい る不妊因子
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である.Sanya189}(1958)はこれはm-xylo-
hydroquinoneによる と述 べてい るが,Karet
a1.47)(1963)はラッ トにm-xylohydroquinone
を長期間投与 して も見 るべ き変 化は なか った と
反論 してい る.ま た広 川37}(1964)はメチオニ
ンの生物学的拮抗物質 であ るエチオ ニン投与 に
より,精 細管 の 変性 を お こさせてい る.ま た
Hughes,Bennett&Calvin38・39)(1959,1960)
は飲料水 に30%のD20を 加 え ると,雄 マウス
に不妊をお こす ことが出来 た との報告 もみ られ
る.
造精機 能 と睾丸 温度 との 関係 に つい ては,
Piana77)(1891),福井25)(1923),Moore5s・60)
(1924),Glover27)(1963)らが,人 為的高温環




(1965)らが モル モッ ト,ラ ッ ト,犬,人 類 な
どでは,睾 丸 温度が腹腔温度 より著 明に低い こ
とを記載 してい る.酒 徳 ら87}(1957)は人為的
腹腔睾丸 におけ る精細管 の退行性変化 は,高 温
環境 におけ る酵素 活性 の変動 に よるもの と推測
している.
脳下垂体摘除動 物では造精機能 が著 明に障害
され る ことか ら,性 腺刺戟 ホル モソが 本機 能
に重要 な 意義 を 有す る ことは 論 を侯 たない.
Laqueur52)(1933),Moore&Price61)(1932)
らは女性 ホル モソ投与 に よって睾丸 は萎小 し,
特に精細管 に著 しい変性 を招来す る と述 べた.
Korenchevskyeta1.50)(1933),Bottemylet
al.n}(1938)らは男性 ホルモ ンの投与に よって
も同様 の変化 をみ とめてい る.し か し男性 ホル
モンによる影響 は,そ の使 用量,使 用方法 に よ
っても異 るわけ で,一 過性 の造 精機 能障害 をお
こした後,Reboundphenomenonを期 待 して
治療に利用 され る こと86)もあ る.そ の他 のホル
モンとしてはSimpsong3)(1942)はPitressiR
に より,Selyegi)(1941)はDOCAで,Anto-
pols〕(1950)はCortison投与 に よって 睾丸 の




tisone投与に よる造精阻害は,下 垂体 ホル モソ
分 泌の抑 制に由来 してい る としている.ま た興
味深い もの としてはPincus78・79}(1956,1958)ら
に よるステ ロイ ドの経 口投与に よる造精機能抑
制 の こころみ である.彼 に よると,norethy-
nodre1および類似 のnorsteroidは下垂体 の性
腺刺 戟ホル モソ分泌を阻害す る と述べ てい る.
Heller,Laidlaw,Harvey,&Nelson3s)(1958),
Apostolakis6)(1961)はnorethynodrel投与




告 も比較 的多 数み られ るが,こ れ らの ものを分
類す る と,抗 生物 質,抗 腫瘍物 質,麻 酔 剤な ど
の臨床的 に頻 用 され る薬 剤,避 妊 ない しは不妊
形成 を 目的 として検討 を加 え られてい る薬物 お
よび重金属塩類 とほぼ3分 され る.
サル ファ剤 に っいてはGreulich29}(1939),
Hecke133)(1939),Osenkop69)(1947),Saltner88)
(1940)らがSulfadiazinなどの投与 に よって,
造精機能 は 全 く障害を うけ なか った とのべ,
Kaiigama46)もProntosilにて同様 の成 績を報
告 している.しか しなが らJaubertetal.45)(19-
38),Pautriereta1.76)(1938)は長期 にわ たる
サル ファ剤投与 では一過性 の造精機能低下が み
られ る と述べ てい る.
Nitrofuran誘導 体の中には 優秀な 抗菌力 を
有す るものが あ り,抗 菌性物質 として臨床的 に
も広 く利用 され てい る.Prior&Ferguson8i)
(1950)はラヅ トにFuradoxy1を投与 した所,
睾丸組織に退行性変化が あらわれ る事 実を記載
した.ま たNelson&Steinberger66)(1952)は
ラヅ ト睾 丸におい て第一次精母細胞 の段階に お
いて,一 過性 の造精機能停止を お こす ことを報
告 してい る.人 体に 対 してCarro11&Bre-
nnan12)(1954)およびWaisbren&Crow-
1ey99)(1955)はFuradantinを投与 して 睾丸
生検像 には 異常が み られ なかった と 報 じてい
る.し か しNelson&Bunge65)(1957)は健康
男子につい てFuradantin投与後睾丸生検 お よ
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び精液検 査を行 ない,軽 度 の精子形成機能 の低
下 を記載 してい る.こ のようなNitrofuranの
精子形成阻 害作用機転 は,Paulら74・75)(1953,
1954)のinvitroにおけ る実験 か ら,睾 丸精
細胞 のcarbohydratemetabolismとoxygen
consumptionを阻 害す るため と説明 され,従 っ
て葡 萄糖 の利 用が減 じ生殖 細胞におけ るクエ ソ
酸 の形成 が阻 害 され るに よるとしてい る.ま た
Featherstoneeta1.20,(1955)はinvitroで
のケ トソ酸 を中心 とす る代 謝系に障害をお よぼ
す ためだ としてい る.
また ア メーバ ー症 の 治療 に 使 用 されて い る
N-substituteddiamine系の化学療 法剤に よっ
て造精機能障害が あ らわれ る ことが記載 され て,
し・る.CoulstonetaLI4)(1960),Pottseta1.80
(1962)はラッ ト,犬,猿,人に経 口投与 した成績
についてのべ,特 にN,N'-bis(dichloroacetyl)
-N,N'-diethyl-1,4-xylylene-diamineがその
作用 が顕著 で あるとしてい る.
抗 生物 質 としてはMoln5r&Zador(1948)
はPenicillinを,Schuermann&Doepfmergo}
(1960)はTetracyclinおよびGriseofulvinを
投与 して も造精機能 には異常が み られ なかった
と記載 してい る.
腫瘍 に対す る化学療法 の研究 が,特 に近年 に
おい て急速 に開発 せ られ,化 学療法剤 も極 めて
多数 のものが臨床的 に も応用 せ られ るようにな
った.こ れ ら諸種薬 剤のtumorostaticおよび
tumorocida1な作用 については多数 の研究が あ
るが,そ れ らの副作用 につ いて も各方面 よりの
検討 の必要性に迫 られ てい る.特 に細胞 の分裂
分化 が比較 的速やかに行 なわれ てい る造精機能
に対 す る影響 については興味深い もの と考 え ら
れ る21,.
Atophany1についてはMerkel&Falcaos7}
(1958)が実験的に 短期間投与に よって も精 細
管 の変化 を来 たす と述べ ている.
Nitrogenmustardによる精細管障害 の報告
はLanding511(1949)には じまる.彼 に よると
単回注射 では一般 に障害 を うけ ることは少 ない
が,頻 回注射に よって均等 に破壊 され,精 細胞
は変性に おちいる と述べ,さ らに この障害 の
程度を 数量的 に 表 現す る 方法 を 試 みてい る.
Nitrogenmustardによる精 細管 の所見 として,
Eschenbrenner(1950)19)は精上皮 の高度 の破
壊 がみ られ るに もかかわ らず,精 子 の 成熟を
認 め る点を強調 して いる.中 村641(1954)は犬
を使 用 してNitrominの睾丸障害 について検
討 を加 えてい るが,30目間 の2日 連続1日 間隔
の注射 では,注 射終了 までは精子数が減少 をっ
づけ,注 射 終了後1ヵ 月 目よ り恢復がみ られ
る とい う。 伊rk41)(1959)はマ ウスに 対 して
Nitrominを投与 し,注 射後6日 目より変性が
見 られ,特 に巨態 細胞の 出現が多か った と記載
してい る.山 本102}(1961)は一部 の 精細管お




の細胞 の分化 を阻害 す るのではな くて,そ の前
段階 の 細胞分裂 を 阻止す る もの と いわれてい
る.し か しなが ら著者 の実験成 績においては,
成熟精子や精娘細胞 も比較 的早期 に消失 するの
をみ とめてお り,精 母細胞 よりも分化 した精細
胞について も,何 らか の影響 をお よぼす ものと
思惟 された.こ れは実験動物 の相違,投 与量お
よび投与方 法 などに よってもあ る程 度影響 され
る可 能性 も考 えられ,ま た著者 の実験群 でみ ら
れた,投 与後におけ る体重 の一過性減少 もある
いは関連 性を有 してい るか も知れ ないので,今
後 なお検討 の余地 が残 されてい ると思われ る.
Endoxanはcyclophosphamideとも呼ばれ
1-bis(2-chloroethyl)-amino-1-oxo-2-aza-5-
oxaphosphoridinの化学式 を もつ抗 腫瘍製剤 で
あるが,本 剤 の精細管 に対 す る影響 に関す る研
究に乏 しい.著 者 の成績 に よると一 回投与直後
の比較的早期に精上皮 の変性脱落 がみ とめられ
てい る.し か しなが らこの所見 は一過性 であワ
て,1週 間前後 よ り,残 され た精上皮か らの細
胞新 生がみ られ,2～3週 間後 には殆 ど痕跡を





有糸分裂数を抑制 し,核 濃縮,核 崩 壊を増加 さ
せ る細胞毒 で ある.著 者 の実験 では,投 与後4
日目以降 において造精機能 が阻害 されてい る.
精細胞は各段階におけ るものが,一 般 に細胞 数
も減 じてい る.し か しなが ら,精 母細胞 におけ
る退行性病変 が特に 目立つ ようであ る。
以上 のNitromin,Tespaminなどと 同系 の
alkyl化物質 は,経 口的 な精子形成阻害 剤 とし





て考察 を加 えてい る.ethyleneimine誘導体 中
で最 もよ く知 られ ているのは2,4,6,triethy-
1eneiminotriazine(triethylenemelamine,
T.E.M.,Tretamine)である。本物質 は高度
の毒性 を有 す るが,そ の不妊効果 が強いのみな
らず,そ の作 用が2相 性で あ る点が注 目されて
いる.sulphonoxyalkaneの中 ではCHザOSO2・
CH3お よ びmethylethanesulphonateCH3・
OSO2・C2H5は精娘 細胞 お よび 精子 に作 用 して
早期 に不妊 をお こす。 しか しisopropylethane-
sulphonateCH3・CHCH3・OSO2・C205は精祖 細
胞に一次的 に作用 す る といわれ る.alkanesul-
phonicester誘導体 の中で最 も詳 しく研究 され
ているのが1,4-dimethane-sulphonoxybutane
(busulphan,Myleran)であ る.本 剤は 白血病
治療薬 と して開発 され たが,雌 雄 ともに ラヅ ト
の性細胞を 破壊 す ることが知 られ た.Craig,
Fox&Jacksonis)(1961)によると,睾 丸 の変
化は投 与後10週よ りは じま り,放 射線 障害 と同
様 の所見を呈す る とい う.こ れ らの諸物質 の作
用機序の詳細は なお不 明であ る.し か しなが ら
上述 のTretamineやMyleral1はinvivoお
よびinvitroにお い てcystine含有化合物 と
容易 に 反応 す ることが 知 られ てい る.Roberts
&Warwick83・84)(1958,1962)による とcys-
tineを含 むglutathione,さらに 造精機 能に関
係の深い蛋 白質に これ らの薬 剤が親和 性を有す
るため機 能障 害が あ らわれ るといわれ ている.
MitomycinはStreptomycescaespitosusよ
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り分離 され た抗生物質 であって,そ の結 晶型 の
MitomycinCは抗腫瘍剤 と して 内外 で 利 用e
られ ている.伊 藤41)(1959)はマウスにMito-
mycinCを投 与 した所,投 与後6日 目の最高
変化所見 にお いても精子 は変性 し難 く,恢 復過
程が 明らかに遷延性 であった と述 べてい る.ま
た山本102}(1961)はMitomycin投与 に よって
睾丸 に肉眼的 出血所見 をみ,再 生像 もみ られ る
が壊死物が残 る こともある と記載 してい る.著
者 のラッ トに おけ る実験 では,投 与直後 より精
細管内 の成熟細胞数 の減少 がみ られ,精 子細胞
は未成熟 のままで管腔内に剥脱 して造精機能停
止 の所見 を呈 した.し か し,こ の所 見は,著 者
の一回投与ではやが て修復 され るにいたった.
CarzirlophyllinはStreptomycessahachiroi
の産生す る抗腫瘍性抗生物質 であって,酸 性 ポ
リペ プチ ッ ド様白色物質で ある.伊 藤41}(1959)
はCarzinophyllinをマウスに 大量投与 しても
変化は最高変化に到達す るこ とはな く,な おか
つ恢復過 程が遷延す る点を特微 としている.今
回 の著老 の成績におい ても精細管 の退行性変化
は ご く軽度 であるので,本 薬物は造精機能に お
よぼす影響は少ない もの と考 えられ る.
Toyomycinは放線状菌 の 一種StrePtomy-
cesgriseusNo.7株の培養物中 よりえられ た




よっては,ラ ッ ト睾丸精細管 にはほ とんど変化
がみ られ なか った.本 群 の実験動物 は観察期間
中に体 重の増 加が全 くみ られ なか ったので,本
剤は全身にお よぼす影響が比較的強 いもの と思
われ る.
Azaguaninは代謝拮抗物質 として 悪性腫瘍
の治療 に応用 され てい る.伊 藤41}(1959)はこ
れをマ ウスに投与 して造精機能 に対 す る影響 を
みた所,異 常分裂像が多数 出現 し,間 質 におい
て も各時期 につ いて変性像 がみ られた としてい
る.著 者 の実験 では投与後7日 目か らは退行 性
変化 があ らわ れ,以 後破壊 像が増 強す る.28日





mutagenであると 述べ てお り,Friedman&
Drutz24〕(1961)はUrethan投与 では精上皮 に
は比較的軽度 の破壊 しかみ られ ないのにもかか
わ らず,精子 への分化 が阻害 されてい るとい う.
著者の実験では,精 細管におけ る変性は比較的
僅少で あったが,管 腔内に空胞変性が見 られた
のは,この観点 を裏付け てい るもの と思われ る.
Rosen-Runge8s)(1951)はラッ トに1kgあ た
り1.4mg以上 のColchicinを投与 す ると,精
祖細胞の有糸分裂はmetaphaseで停止す るが,
精 母細胞には この ような影響はみ られない と述
べてい る.Shaver92)(1953),Oakberg68)(19-
55)らはColchicinでは精 上皮 には比較 的変化
は軽度なのに比べて精 子への分化 が極めて障害
されてい る点を力説 してい る,す なわ ちRosen-
Rungeも示 した ごと く,精 上皮 の開離,脱 落
に より精子 が 腔内に み ら れ る が,Nitrogen
mustardに比べ て 相違 が あると して いる.
Friedman&Drutz24,(1961)によれば精子 の
分化は細胞分裂 と同様 に阻害 され ると考 えてお
り,し か もそ の程度は精上皮には軽度で あると
述べ てい る.著 者 の 成績 はColchicin投与に
よる変性 像は極めて軽度で あったため,い ずれ
の要 素に破壊像が よ り高度であったかの判定は
困難 であった.
palizek7・,7・,72}(1956,1957,1960)は少量 の
Cd塩 を ラッ トの皮 下.腹 腔 内お よび睾 丸内に
注射す る と,聖 丸 は萎縮 におちい り,組 織学 的
に も高度 の破壊を示す ことを記載 した.本 実験
はAllanson&Deanesly2,(1962)によ り追試
確 認 され,睾 メt機能研究の新分野が開かれ るに
いたった.著 老 の実験 ではCdC12を皮下 に投 与
した所,投 与2日 目か ら精 細管に極 めて高度 の
変性壊死像 を示 した.このよ うな変化 はPa蚤izek
に よる とCdC12の作用はZnに よって 拮抗 的
に予防 され るので,精 細管上皮 の酵素系 と関連
が あると推定 している.か かるCdの 作用 は誠
に興味深い もので あるので,次 編に おいて検討
を加え る予 定であ る.
V結 語
諸種化学 薬品投与に よる造精機能の障害 を組
織 学的お よび組 織化 学的に観察 した.使 用 した
薬 品は抗腫 瘍性 物質 としてはNitromin,Endo-
xan,Tespamin,Mitomycin,Merphy血,
Carzinophyllin,ToyomycinおよびAzagua_
nin,その他 の 細胞毒 と してはUrethan,Co1-
chicinおよびCdC12であ る.こ れ らをWistar
系 シ 冒ネズ ミに投与 した所,次 の ような成績が
え られた.
1).各種薬剤投与 を行 なった全群 におい て,




は中等度の組 織変性を惹起 させ る ことが 出来た
が,Merphyrin,CarzinophyllinおよびToyo--
mycin投与に よる 造精機 能障 害は 軽微であっ
た.一 般 にAlky1化物 質に おいては 強い影響
がみ られ た.
精細管 に 変性 の 現われ る時期 について みる
と,Endoxan,Mitomycin,Carzinophyllin,
Toyomycinは投 与後 早期 に 造精機能阻害 があ
らわれ るが,Nitromin,Tespamin,Merphyrin,
Azaguanin投与 では遅発性に 変化をみ とめた.
これ らの抗腫瘍剤投与 では,精 細管内各段階
におけ る細胞 の うち,比 較 的幼 弱な精母 細胞を
中心 とした変性像が比較的強 かった.
3)Urethan投与 に よる精細 管の退行性変性
は遅発性に,ま たColchicinによるものは比較
的早期 にみ られた.ま た抗腫瘍 剤投与 の ものに
比べて,精 子細胞 な どの中心性 の細胞 の変化 も
強 い ようであった.
4)CdCl2投与 に よって得 られた睾丸 の変化
は最 も顕著 であった.す なわち注射直後 よ り,
全精細管 に高 度の脂肪 変性,凝 固壊死を来 し,
間質 に も浮腫,炎 症性 細胞 浸潤,線 維化がみ と
め られ た.
5)以上著者 の実験 成績 と関連 させて,諸 種
薬剤の副作用 としての造精機 能阻害,な らびに
男子 に対 す る避妊薬剤 の開発 とい う観点か ら文
献 的考察 を併 せ行 なった.
蛭多=造精機能障害に関する実験的研究 第1編
(本論文の要旨は昭和38年神戸市において行なわれ

























































































25)福 井 信 立=熱 線 の 睾 丸 に お よ ぼ す 作 用(熱 睾
丸)と こ れ が 組 織 学 的 衛 生 学 的 お よ び 内 分 泌
1350蛭 多:造 精機能障害に関する実験的研究 第1編
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分 泌 会 誌,30:665,1954.









































64)中 村 晃 一:精 子 形 成 に 対 す るNitrominの 作
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98)谷 昌 彦=睾 丸 の 物 理 的 障 碍 に よ る 睾 丸 の 変













102)山 本 武=実 験 的 睾 丸 障 碍 の 研 究,第1編
諸 種 薬 品 並 び に 放 射 能 の 影 響 に っ い て,泌 尿
紀 要,7:53,1961.
103)山 本 武:実 験 的 聖 丸 障 碍 の 研 究,第2編
実 験 的P32体 内 照 射 障 碍 に よ る 修 復 特 に 睾 丸
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第2図Nitromin投 与 後2日,PAS染 色(×100)
精 細 管径 が 多 少 狭 小 とな って い るが,管 内細 胞 成





管腔 内に は 脱 落 した精 細 胞 が み られ るが,基 底 膜




基 底 膜 に 沿 って精 祖 細 胞 お よびSertoli細胞 が 一














管腔 内 の造 精 機 能 はや や 低 下 して い スが,管 径 は
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第8図Mitomycin投 与 後7日,Pyronin-Methy1-
green染色(×100)
管 腔 内 に細 胞 の脱 落 は 著 明 で,一 部 の精 細 管 では





ほ とん ど正 常 に近 い所 見 で あ る.
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精 細 管 内細 胞 の 変性 脱 落 が は じ まるが 間 質 に は特
別 の異 常 を み とめ ない.
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第18図CdCI2投 与 後4日 後,Alkalinephospha-
tase染色(×100)
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完 全 に 壊 死 に お ちい つ た 精細 管 と間 質 の細 胞 浸 潤
を み とめ る.
第23図CdCI2投 与 後14日,Alkalinephosphatase
染色(×100)





壊 死に お ち い つ た精 細 管 は萎 小 し,間 質 には 白血













間 質 に 細 胞 浸潤 が 著 明 でphosphatase活性 が 高
い
〆 ン紫二冤
1,ザ♂＼ ＼,趨 ㌶離 蕩
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第25図CdC12投 与 後28日,Pyronin-Methylgreen
染 色(×100)
精 細 管 の凝 固壊 死 に よ る萎 縮像 を み る.
